
1W×2 ステレオ・デジタル 
オーディオ・アンプ・キット 

★話題のデジタル・アンプです。 
★テキサスインスツルメンツ社製TPA2001D1モノラル 
1WフイルターレスD級アンプデバイス（16ピンTSSOP） 
2個使用。 

K-02168



                                     -１-                      ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｽﾃﾚｵ･ｱﾝﾌﾟキット・ﾏﾆｭｱﾙ 

■ 概 要 

★ﾃｷｻｽ･ｲﾝｽﾂﾙﾒﾝﾂ社製1W ﾓﾉﾗﾙ D級ﾌｲﾙﾀﾚｽ・ｵｰﾃﾞｨｵ・ｱﾝﾌﾟ IC TPA2001D1 を２個使用 

したｺﾝﾊﾟｸﾄで実用的な、ｽﾃﾚｵ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｵｰﾃﾞｨｵ･ﾊﾟﾜｰ・ｱﾝﾌﾟです。 

★ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾝﾌﾟは高効率ですから発熱も非常に少なく、消費電力も少なくて済みます。 

  ﾌｨﾙﾀｰ･ﾚｽですから、面倒なﾌｨﾙﾀｰ無しで直接ｽﾋﾟｰｶｰ（8Ω推奨）を鳴らすことが出来ます。 

★ｱﾅﾛｸﾞﾞの音源入力後、内部でﾃﾞｼﾞﾀﾙに変換しﾃﾞｼﾞﾀﾙで増幅しますので、ﾀﾞｲﾅﾐｯｸﾚﾝｼﾞも広く 

  力強い低域から高域まで大変ｸﾘｱに増幅します。能率の良いｽﾋﾟｰｶｰを使用するとより良い 

  音が楽しめます。1Wx2 ですが部屋やﾊﾟｰｿﾅﾙﾕｰｽで聞くには十分な音量です。 

★電源は、DC5Vのｽｲｯﾁﾝｸﾞ電源か、ｽｲｯﾁﾝｸﾞ式 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰ(別途用意)をご使用ください。 

■ 緒  元 

電 源 ＤＣ5V MJ-179ﾚｾﾌﾟﾀｸﾙ（中芯＋）内径2.1mm Max350mA以下 

入 力 ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ ＞15KΩ LINE入力対応 ｹﾞｲﾝ設定により可変 

出 力 Max1(1.25)Wx2 8Ω負荷 効率：75-85％ 電源5V時 

周波数特性 <20Hz～20KHz< 

歪 THD+N ＜0.2％ 1Ｗ，1ＫＨｚ，8Ω負荷で  SN比 ９５ｄＢ 

ｼｬｯﾄﾀﾞｳﾝ時消費 0.05μA 

増幅ｹﾞｲﾝ設定可 ｼﾞｬﾝﾊﾟｰで 6,12,17.5,23.5（ｄB）の4段階のｹﾞｲﾝ設定可能 

基板寸法 90mm x 45mm 1.6ｔ両面ｶﾞﾗｽｽﾙﾎｰﾙ 

 注  意  
・当キットの製作は、必ず最後までこのマニュアルに目を通してから行ってください。 

・使用するAC ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰのﾌﾟﾗｸﾞ形状、極性当に十分にご注意下さい。 

            ＜免責事項＞ 当キツトを使用すること、及び利用方法で生じた損害・損失は、直接・間接を 

含め如何なるものでも保証・責任を負うものでは有りませんのでご了承下さい。 
■デジタル・アンプ・キット部品表  

名称 記号 品番/値 数 実装済 Description 

Ｉ Ｃ U1,U2 TPA2001D1PWR 2 ● ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾝﾌﾟＩＣ 

コンデンサ C1,C6 470μF/16V 2 各CH電源用電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 極性有り 

 C2,C3,C7,C8 1μF/50V （ﾉﾝﾎﾟｰﾗ） 4 入力ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 無極性 

 C4,C9 1μF/50V 2 ﾊﾞｲﾊﾟｽ用電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 極性有り 

  C5,C10 220PF  2 ● ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ 

 C11 1000μF/16V 1 電源用電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 極性有り 

抵  抗 Ｒ１－５ 120ＫΩ1/8W 5 ●  

DCジャック CN1 MJ-179 1 電源入力用 中芯+ 2.1mm 

ピン・ヘッダー J0,J1,J2 2x10等 1 ｹﾞｲﾝ、FGｼﾞｬﾝﾊﾟｰ用 必要分ｶｯﾀｰ等で切って使用

ショート・ピン   3 J0,J1,J2用ｼﾞｬﾝﾊﾟｰｼｮｰﾄ用 

専用基板 TS-DA01  1 両面ｽﾙﾎｰﾙ･ガラス基板 

★ 製作前に上記部品・数料をご確認下さい。万が一、不足等ございましたら、お手数でも製作前にお申し出下さいますようお願い致します。 

  改良の為、予告無く基板、部品等が変更になる場合がございます。その際は変更・訂正のﾃﾞｰﾀｰが折り込まれておりますので、それらを必ずお読みになってから本文を 

  お読みくださいます様お願いいたします。 ロットにより部品の形状、色等が変わる場合もございますがご了承下さい。 

★ このキットは、両面ガラス・スルホール基板※を使用しています。間違って部品をハンダ付けしますと、専用工具でなければ部品を取外すことが大変難しい場合が有り 

  ます。 回路図、パーツリスト等を十分に確認 してからハンダ付けしてください。 ※ｽﾙﾎｰﾙ基板とは、基板にある穴は筒状のメッキを施した導電性で、基板表面と裏面 

  とを電気的に導通させております。半田後むりやり部品を抜いたり、むやみに穴を大きくしたりすると導通が無くなり動作しなくなったりします。 

 

■専 用 基 板  TS-ＤＡ01 

  1.6mm厚 ガラスエポキシ両面スルホール基板 

  外形寸法：  90mm x 45mm 

  取り付け穴： 80mm ｘ 35mm 3ｍｍφｘ4 

          ※左下の穴がﾌﾚｰﾑ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞになっています。 

            （JP2 ｼｮｰﾄ時有効 ） 
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■ 回 路 図 

 

■組み立て 

 組み立てに関しましては、部品表と基板上のシルク印刷の部品記号を確認しながら半田付けを行います。 

 主要な部品は既に実装されています。ｺﾝﾃﾞﾝｻ C2,C3,C7,C8は、ﾉﾝﾎﾟｰﾗの 1μFで極性が有りませんので 

 基板上の印刷には「+」がありますが無視して取り付けてください。それ以外の電解ｺﾝﾃﾞﾝｻは極性が有ります 

 ので足の長い方を「+」側にして取り付けてください。Ｊ０，Ｊ１はヘッダーを取り付け、表にあるゲインに会わせて 

 ショートピンでショートしてください。SHUTDOWNはｼｮｰﾄするとスリープ（停止）状態になりますのでメイン電 

源として使用するかﾐｭｰﾄとして使用出来ます。そのときの消費電流は 0.05μA とほとんど流れません。 

J2は、回路のグランドと 4隅の取り付け穴の１つを繋ぐｼﾞｬﾝﾊﾟｰでﾌﾚｰﾑｸﾞﾗﾝﾄﾞとなります。必要に応じ使用。 

■ゲイン調整ジャンパーと入力インピーダンスについて 

  出力が歪む様でしたら入力ｵｰﾊﾞｰかｹﾞｲﾝｵｰﾊﾞｰですから入力ﾚﾍﾞﾙを下げるかJ0,J1 でｹﾞｲﾝを下げてください。 

ｼﾞｬﾝﾊﾟ Ｊ １   Ｊ ０ ゲ イ ン 入力インピーダンス 

 ON  （ｼｮｰﾄ） ON  （ｼｮｰﾄ）   ６   dB    最小増幅 104 KΩ  

 ON  （ｼｮｰﾄ） OFF （ｵｰﾌﾟﾝ）  １２   dB 74 KΩ  

※推奨 OFF （ｵｰﾌﾟﾝ） ＯＮ  （ｼｮｰﾄ）  １７．５ dB 44 KΩ  

 OFF （ｵｰﾌﾟﾝ） OFF （ｵｰﾌﾟﾝ）  ２３．５ dB    最大増幅 24 KΩ  

■ 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻについて  

入力のｺﾝﾃﾞﾝｻ C2-3、C7-8 と電源のC1、C6は音質に影響が有ります。 ｷｯﾄに付属の電解ｺﾝﾃﾞﾝｻは一般  

規格のものですが、ｵｰﾃﾞｨｵ用等色々と取り替えて音の違いを楽しむことも出来ます。 低音強化には、ﾌﾞﾗｯｸ 

ｹﾞｰﾄ、ｺﾝﾃﾞﾝｻ等が良いと言われています。 取り付けには、極性にご注意下さい。 

 



                                     -３-                      ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｽﾃﾚｵ･ｱﾝﾌﾟキット・ﾏﾆｭｱﾙ 

■ TPA2001D1のブロック図 

 

TPA2001D1は直接ｽﾋﾟｰｶｰが接続できる 1W出力のﾓﾉﾗﾙ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｵｰﾃﾞｨｵ・ﾊﾟﾜｰ･ｱﾝﾌﾟ IC です。 

このｷｯﾄでは、このﾃﾞﾊﾞｲｽを２個使用してｽﾃﾚｵにしております。 ブロック図をご覧頂ければ分かる様に出力の

OUTP及びOUTNは、PVDD と PGNDの中点に有りその電圧差間でﾄﾞﾗｲﾌﾞされます。 

ですから、このﾃﾞﾊﾞｲｽを２個使用した場合、ﾌｨﾙﾀｰ･ﾚｽ仕様の為 OUT1 と OUT2 には直接直流が流れますので P

（OUT＋）又は N（OUT－）のコモン（共用）使用は出来ませんので注意が必要です。 これら同士が接触したり、ｸﾞﾗ

ﾝﾄﾞに触れたりすると保護回路が働き（保護回路は直流分/交流分何れにも働きます）瞬時に音が出なくなります。

（入力のｺﾝﾃﾞﾝｻ以後も同様） その際は電源を再投入するか、SHUTDOWN 端子を短絡する事でﾘｾｯﾄされます。 

あくまでもｽﾋﾟｰｶｰｹｰﾌﾞﾙは 2芯単独でｽﾋﾟｰｶｰと接続してください。  

■ 入力に関して   

入力は、ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 15KΩから以上となっており、ｵｰﾃﾞｨｵの LINE に適合します。 当ｱﾝﾌﾟにはﾎﾞﾘｭｰﾑが有りませ

んので、ﾎﾞﾘｭｰﾑｺﾝﾄﾛｰﾙ出来る機器を接続するかﾌﾟﾘｱﾝﾌﾟを通して入力します。 ｺﾝﾄﾛｰﾙが必要な場合は入力前

に 5 KΩ-20KΩ/Aのﾎﾞﾘｭｰﾑを付けてください。 入力にはｼｰﾙﾄﾞｹｰﾌﾞﾙをご使用ください。（網線がＩＮ－） 

■ ヘッドホン・ｱﾝﾌﾟとして使用する 

以下の方法でﾍｯﾄﾞﾎﾝの接続が可能です。 但し、3P ｼﾞｬｯｸの仕様によりﾍｯﾄﾞﾎﾝのﾌﾟﾗｸﾞを抜き差しする際にﾌﾟﾗｸﾞと

L,R 端子が接触する物があり、その際は前項の様に保護回路が働き音が出なくなります。電源再投入か

SHUTDOWNをｼｮｰﾄで復帰しますが、ﾌﾟﾗｸﾞの抜き差しの時は、電源を落として行ってください。 公式な仕様では有

りませんので、自己責任でご使用ください。 
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■キットが完成した様子  （組み立ての参考にして下さい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■使用上の注意事項 

・電源投入時と切断時（特に切断時が大きい）にﾎﾟｯﾌﾟﾉｲｽﾞが出ます。電源は入れたままで、SHUTDOWN 端子の

ON/OFFで動作をOFF /ONさせる事（SHUTDOWN時0.05μAでほとんど消費電力は無視できます）をお勧めいた 

します。出力は小さいですがｽﾋﾟｰｶｰやﾍｯﾄﾞﾎﾝを破損させたり、ﾍｯﾄﾞﾎﾝ使用時は耳を傷める可能性も有りますので 

十分ご注意下さい。 ﾌｲﾙﾀｰﾚｽの為内部ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ発振の高調波で高周波ﾉｲｽﾞが若干出ますがご了承下さい。 

・電源はDC5Vを標準としますが、ICの電源範囲はDC2.7VからDC5.5Vですから電池駆動も可能です。用途に応

じてご使用下さい。その際は、CN1のDCｼﾞｬｯｸの下に有る「＋」「－」ランド端子をお使い下さい。但し、電源の極性

を間違える、または電圧が 5.5V を越えますと ICが破損いたしますので、十分ご注意下さい。 

・デジタルアンプといってもｱﾅﾛｸﾞと同じ増幅装置ですから、外来のﾉｲｽﾞや誘導ﾉｲｽﾞは音質に影響しますので、でき 

れば、金属ｹｰｽに組み込む事をお勧めいたします。金属ｹｰｽ使用時、基板を金属ｽﾍﾟｰｻｰで固定し J2 をｼｮｰﾄする

とｹｰｽにﾌﾚｰﾑ･ｸﾞﾗﾝﾄﾞがつながり、よりｼｰﾙﾄﾞに効果があります。 

・このアンプは、あくまでも片側1Wですから入力ｵｰﾊﾞｰしますと音が歪みます。適正な入力ﾚﾍﾞﾙと能率の良い 

ｽﾋﾟｰｶｰで聞く事がこのｱﾝﾌﾟの性能を最大限に発揮する事が出来ます。又前述のｺﾝﾃﾞﾝｻを換える事でも更に性能、

音質も良くなりますので是非いろいろと挑戦してみてください。 

■最後に 

昨今デジタル・ｱﾝﾌﾟと言う言葉が聞かれますが、薄型ﾃﾚﾋﾞや携帯電話と知らず知らず使われだしております。 

この様な小さなﾁｯﾌﾟですが、お聞きになると以前のｱﾅﾛｸﾞ･ｱﾝﾌﾟに比べ音の明瞭さ低域の力強さ、発熱の無さとこ 

の違いを実感して頂けると思います。 是非このデジタル・サウンドでお楽しみ頂ければ幸いです。 

 

今後共、末永くご使用頂きます様お願い申し上げます。  

             ◎お問い合わせは下記までメールか往復ﾊｶﾞｷにてお願い致します。 

1Wx2 ｽﾃﾚｵ･ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱﾝﾌﾟ・ﾏﾆｭｱﾙ 第 2版 
2008 年 2月  TriState ltd. by  Y.YOSHIKAWA 

キットの情報／詳細は、下記当社ＵＲＬにて。 

          －不許転載－ 
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有限会社 トライステート 
E-mail : info@tristate.ne.jp 
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